
　

今
回
、
豊
友
会
竹
田
市
支
部
の
総
会
で
副
会
長
に
選

任
さ
れ
、
さ
ら
に
早
川
前
会
長
の
突
然
の
退
任
に
よ
り

規
約
に
基
づ
き
会
長
代
行
を
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
山

崎
眞
一
と
い
い
ま
す
。
現
在
緒
方
町
に
居
住
し
て
い
ま

す
。
高
校
卒
業
時
、
何
の
迷
い
も
な
く
、
大
分
大
学
教

育
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
当
時
、
大
分
県
の
教
員
に

な
る
に
は
、
大
分
大
学
教
育
学
部
が
よ
い
と
い
ろ
ん
な

方
か
ら
の
助
言
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
す
。

　

大
分
大
学
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
山
登
り
に
関
わ
っ
て
で
す
。「
大
分
大
学
山
岳
部
」

卒
業
と
い
う
認
識
で
し
た
。
教
職
に
就
い
て
も
大
分
大

学
教
育
学
部
と
の
関
わ
り
は
薄
い
も
の
で
し
た
。
縁

あ
っ
て
竹
田
市
に
戻
り
、
や
っ
と
同
窓
会
と
の
繋
が
り

が
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
の
が
現
実
で
す
。

　

さ
て
、
５
月
、
県
の
総
会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

同
窓
会
が
今
の
大
分
大
学
教
育
学
部
と
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
課
題
も
見
え

て
き
ま
し
た
。
先
輩
諸
氏
が
苦
労
し
て
造
り
上
げ
た
こ

の
組
織
を
今
後
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
ね
ば
な
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し
っ
か
り
進
ん
で
い
こ
う

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
会
に
集
う
会
員
の
繋
が
り

や
、
新
し
く
仲
間
に
入
る
方
々
の
繋
が
り
も
重
要
な
課

題
の
一
つ
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
一
人
で
は
何
も

で
き
ま
せ
ん
。
事
務
局
の
皆
様
と
意
見
を
出
し
合
い
、

し
っ
か
り
進
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

す
が
、
県
外
に
も
関
西
、
関
東
、
熊
本
、
福
岡
、

宮
崎
の
５
支
部
が
出
来
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
支
部
と
し
て
も
現
在
、
歴
史
と
伝
統
あ

る
同
窓
会｛
豊
友
会
｝の
目
的
及
び
事
業（
上
記
２
）

の
達
成
の
た
め
連
携
を
一
層
強
化
し
た
い
と
考
え

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
１
）
会　

費　

・
年
１
，
３
０
０
円
（
本
部
費
：
８
０
０
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
支
部
費
：
５
０
０
円
）

・
毎
年
１
回
（
７
月
）
発
行
し
て
い
る
会
報
『
豊
友

会
同
窓
会
報
』
を
お
届
け
す
る
際
に
集
金
し
ま

　

す
。

・
活
動
の
様
子
や
同
窓
会
の
情
報
に
つ
い
て
も
お

　

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（
２
）
そ
の
他

・
県
豊
友
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
大
分
大
学
教
育

　

学
部
同
窓
会　

豊
友
会
）
も
開
設
し
て
い
ま
す

　

の
で
、
各
種
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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同
窓
会
報

同
窓
会
報

同
窓
会
報

◇
会
長
代
行　

山
崎　

眞
一
（
緒　

方
）

◇
副
会
長　

山
崎　

眞
一
（
緒　

方
）

　
　
　
　
　

峯
田　

惠
子
（
竹　

田
）

◇
監　
　

事　

鎌
田　

哲
夫
（
竹　

田
）

　
　
　
　
　

菊
池　

正
次
（
玉　

来
）

◇
幹　
　

事　

猪
股　

良
継
（
都
野
小
）

　
　
　
　
　

伊
藤
貴
久
生
（
城
原
小
）

　
　
　
　
　

山
下　
　

修
（
祖　

峰
）

○
７
月
末…

県
会
報
№
１
支
部
会
報
発
行
配
布

○
７
月
末
〜…

同
窓
会
費(

千
三
百
円)

徴
収

９
月
初
旬　

○
11
月
初
旬…

第
２
回
役
員
会

○
１
月
下
旬…

支
部
評
議
員
会

○
２
月
22
日
㈯…

支
部
定
期
総
会
・
講
演
会

豊
友
会
に
つ
い
て

豊
友
会
に
つ
い
て

豊
友
会
に
つ
い
て

１　

名　

称

豊
友
会
（
大
分
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
）

　

学
部
の
再
編
に
あ
わ
せ
て
名
称
を
検
討
し
変
更

し
て
き
ま
し
た
。

・
昭
和
28
年
「
大
分
大
学
学
芸
学
部
同
窓
会
」・
昭

和
41
年
「
大
分
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」

・
平
成
11
年
「
大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
同
窓

　

会
」・
平
成
17
年
「
豊
友
会
」
に
変
更
し
現
在

　

に
至
る
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
実
践
型
教
員
養
成
機
能
強
化

の
た
め
学
部
名
を
大
分
大
学
教
育
学
部
と
改
め
る
。

　

令
和
元
年
度
総
会
に
お
い
て
会
名
変
更
「
大
分

大
学
教
育
学
部
同
窓
会
豊
友
会
」
と
す
る
。

２　

目
的
及
び
事
業

　

本
会
の
目
的
は
、「
会
員
の
友
誼
を
温
め
母
校

の
発
展
充
実
に
努
め
、
大
同
団
結
し
て
教
育
・
文

化
の
振
興
、
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
」
こ
と

と
し
、
会
員
相
互
の
親
睦
（
会
員
の
名
簿
・
機
関

紙
の
発
行
、
講
演
会
・
懇
談
会
の
開
催
）、
母
校

経
営
に
関
す
る
後
援
、
研
究
に
対
す
る
援
助
、
関

係
団
体
と
の
連
絡
提
携
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

３　

現
在
の
活
動
の
主
な
も
の

○
本
部
の
活
動

・
総
会
（
毎
年
５
月
中
旬
、
前
年
度
の
総
括
と　

　
　
　

  

新
年
度
の
事
業
計
画
）

・
会
報
の
発
行
年
１
回
（
今
年
度
よ
り
変
更
）

・
大
学
と
の
交
流
事
業
・
会
員
名
簿
の
作
成

・
外
国
人
学
生
と
の
交
流
事
業

・
大
学
へ
の
研
究
援
助
・
講
演
・
記
念
事
業
な
ど

○
支
部
の
活
動

　

総
会
と
講
演
会
、
竹
田
支
部
会
報
の
発
行
な
ど
。

４　

現
状
と
課
題

　

明
治
９
年
創
立
以
来
（
同
窓
会
は
同
28
年
発
足
）

２
万
７
千
名
余
り
の
卒
業
生
の
う
ち
、
現
在
、
１

万
名
余
の
同
窓
生
が
県
内
外
で
活
躍
し
て
お
り
ま

す
。
学
部
の
特
殊
性
か
ら
大
分
県
内
で
の
就
職
が

多
く
、
県
内
に
26
支
部
の
組
織
が
で
き
て
お
り
ま

本
年
度
役
員

今
後
の
事
業
計
画

　

こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
大
学
時
代
を
振
り

返
っ
て
み
る
に
、
早
五
十
年
経
っ
た
こ
と
に
驚
き
で
す

大
学
時
代
は
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
自
分
の
時

間
が
豊
富
に
あ
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
・
バ
イ
ト
・
旅
行

と
充
実
し
た
学
生
生
活
で
し
た
。

　

教
育
実
習
は
中
学
校
で
し
た
が
、
初
め
て
教
壇
に

立
っ
た
時
の
緊
張
感
は
、
今
で
も
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

私
の
拙
い
授
業
に
も
，
真
剣
に
取
り
組
ん
で
く
れ
た
子

ど
も
た
ち
に
感
謝
。
教
師
に
な
る
ん
だ
と
、
こ
の
実
習

を
経
て
、
気
持
ち
が
固
ま
り
ま
し
た
。

　

一
番
大
変
だ
っ
た
の
は
、
な
か
な
か
本
採
用
に
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
採
用
試
験
に
は
，
四
年
上
の
先

輩
も
受
け
て
い
る
状
況
で
し
た
。
大
阪
や
神
戸
、
福
岡

の
教
員
に
な
っ
た
同
級
生
も
か
な
り
い
ま
し
た
。
多
難

な
就
活
で
、
私
は
四
年
目
に
し
て
、
や
っ
と
本
採
用
に

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
、
副
会
長
と
い
う
役
を
お
受
け
し
、
久
々
に
学

生
時
代
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
厳
し
か
っ
た
就
活
を
終

え
、
緩
や
か
な
終
活
中
で
す
が
、
会
長
代
行
を
は
じ
め

役
員
の
皆
様
と
共
に
豊
友
会
竹
田
市
支
部
の
た
め
に
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

竹
田
市
支
部
副
会
長  

峯
田　

恵
子

（
竹
田
地
区　

Ｓ
52
年
卒
）

副
会
長
と
し
て

豊
友
会
と
は

豊
友
会
と
は
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長
寿寿
会会

長
寿寿寿寿寿
会会会会会会会
寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿寿
長長長長長長長長長長長長長長長長
寿
会
員
紹
介

長
寿
会
員
紹
介

長
寿
会
員
紹
介

　

今
年
度
、
め
で
た
く
長
寿
の
お
祝
い
を
迎

え
ら
れ
た
会
員
の
皆
様
で
す
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
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長
寿
会
員
の
声
（
喜
寿
）

喜
寿
を
む
か
え
て

　

私
は
今
、
自
然
の
美
し
さ
厳
し
さ
を
日
々
感
じ
な
が

ら
、
家
事
を
中
心
と
し
た
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
送
っ
て
い

ま
す
。
ほ
ぼ
毎
日
続
い
て
い
る
の
は
孫
の
お
や
つ
作
り

で
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
、
ゼ
リ
ー
な
ど
安
全
な
食
材
で

作
る
お
や
つ
の
時
間
に
孫
か
ら
学
校
の
様
子
を
聞
く
の

が
楽
し
み
で
す
。

　

ま
た
、「
予
算
生
活
の
家
計
簿
」
家
事
の
予
定
を
立

て
る
「
主
婦
日
記
」
喜
怒
哀
楽
を
綴
る
「
五
年
日
記
」

の
三
冊
の
記
帳
は
何
十
年
も
続
い
て
い
る
夕
食
後
の

ル
ー
テ
ィ
ン
。
計
算
す
る
こ
と
，書
く
こ
と
は
頭
が
す
っ

き
り
し
、
新
た
な
発
見
に
目
が
向
き
ま
す
、
昔
の
日
記

を
読
み
返
し
て
み
る
と
当
時
の
様
子
が
蘇
っ
て
き
て
懐

か
し
い
。
趣
味
の
生
花
は
続
け
て
三
十
九
年
。
華
道
は

奥
が
深
く
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
上
達
し
ま
せ
ん
が
、

玄
関
に
季
節
の
花
が
生
け
て
あ
る
と
心
が
和
み
ま
す
。

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
の
委
員
を
し
た
り
、
地
域
の

お
茶
筋
教
室
に
通
っ
た
り
と
学
校
や
地
域
と
の
繋
が
り

も
忘
れ
ず
に
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
ら
し
く
歳
を
と
る
た
め
に
、
引
き

算
を
し
て
一
日
一
日
を
大
切
に
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

▼「
豊
友
会
に
入
る
メ
リ
ッ
ト
は
？
」
と
尋
ね
ら

れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。私
の
答
え
は「
あ
ま
り
な
い
。」

だ
っ
た
。
た
だ
、
大
分
県
の
教
育
界
に
お
い
て
か
な

り
の
割
合
で
、
大
分
大
学
教
育
学
部
卒
業
生
が
占
め

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
多
数
派
に
属
し
て
い
る
と

い
う
安
心
感
及
び
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
が
何
か
し
ら
の

恩
恵
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
想
像
で
き
る
。し
か
し
、

今
現
在
、
目
に
み
え
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
な
い
と

い
う
の
が
現
実
で
あ
る
。
元
々
同
窓
会
は
そ
ん
な
組

織
で
は
な
い
。

　

▼
豊
友
会
の
会
員
は
、
現
職
の
教
員
・
退
職
し
た

元
教
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

そ
の
経
歴
を
考
え
た
と
き
、
得
か
損
か
と
い
う
考
え

で
は
な
く
、
自
分
が
卒
業
し
た
大
学
、
そ
し
て
、
現

在
の
学
部
の
学
生
に
対
し
て
少
し
で
も
支
援
で
き
る

こ
と
が
あ
れ
ば
す
る
べ
き
だ
ろ
う
と
考
え
る
。（
豊

友
会
の
活
動
内
容
は
次
の
ぺ
ー
ジ
に
）
そ
れ
が
、
自

分
が
青
春
時
代
を
過
ご
し
世
話
に
な
っ
た
大
学
・
学

部
へ
の
礼
儀
（
つ
と
め
）
だ
と
考
え
る
。
あ
く
ま
で

も
私
個
人
の
考
え
で
あ
る
の
で
反
論
も
あ
ろ
う
が…

私
の
好
き
な
相
田
み
つ
を
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
言

葉
を
残
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
｀
Ｙ
）

南
部
小
学
校　

永
岡
真
実

（
宮
崎
県　

Ｒ
６
年
卒
）

憧
れ
だ
っ
た
教
職
に
就
い
て

　

宮
崎
県
児
湯
郡
出
身
の
永
岡
真
実
（
な
が
お
か
ま
み
）

で
す
。
ず
っ
と
憧
れ
だ
っ
た
教
職
に
就
い
て
、
早
三
か

月
が
経
と
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
朝
が
憂
鬱
な
日
も
あ
り
ま
す

が
、
子
ど
も
た
ち
の
授
業
中
の
「
わ
か
っ
た
！
」
と
い

う
嬉
し
そ
う
な
表
情
や
、
日
々
の
中
で
確
か
に
成
長
し

て
い
る
部
分
を
見
る
と
、
疲
れ
が
一
気
に
吹
っ
飛
び
ま

す
。
昨
年
か
ら
教
員
と
し
て
働
い
て
い
る
大
学
の
先
輩

は
、「
子
ど
も
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
毎
日
過
ご
し
て
い

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
た
当
時

は
ピ
ン
と
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
場
に
立
っ
た

今
、
ま
さ
に
そ
の
言
葉
通
り
で
、
私
も
毎
日
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
に
救
わ
れ
な
が
ら
過
ご
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
忙
し
い
中
手
を
止
め
て
相
談
に
乗
っ
た
り
話
を
聞

い
た
り
し
て
く
れ
る
先
輩
た
ち
、
温
か
く
見
守
っ
て
く

れ
る
保
護
者
の
方
な
ど
、
改
め
て
周
り
の
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
る
な
ぁ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。
周
り
の
人
達
に

感
謝
を
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
こ
の
一
年

間
で
教
員
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

新  

任  

現  

役  

会  

員  

の  

声

記記
後
記
後後後
集
後
集
後
集集
編
集集
編編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

学校区名 退職会員 現職会員 合計

26
2
3
20
21
7
4
9
0
3
4
3

6

4
7

1
2

1
4
3

12
2
2
10
10
6
3
4
0
0

7

1
6
4
1
0
3
0
2

名誉 88 未満
竹 田 小 学 校
旧岡本小学校
旧明治小学校
豊 岡 小 学 校
南 部 小 学 校
（　松 本　）
菅 生 小 学 校
祖 峰 小 学 校
旧宮城台小学校
城 原 小 学 校
竹 田 中 学 校
竹田南部中学校

学校区名 退職会員 現職会員 合計
9
3
2
7
2
5
8
12
2
4
6
161

9
3
2
4
2
2
4
5
2
4

65

3
0
2
2
4

4
64

0
0
1
2
3

2
32

竹田支援学校
竹田市教育委員会
竹田教育事務所
荻 小 学 校
白 丹 小 学 校
久 住 小 学 校
都 野 小 学 校
直 入 小 学 校
緑ヶ丘中学校
直 入 中 学 校
遠 隔 地

（
昭
和
22
年
４
月
２
日
〜
昭
和
23
年
４
月
１
日
）

☆
今
年
度
の
名
誉
会
員
（
88
歳
以
上
）
は
、

33
名
で
す
。

　
　
卒
寿
会
員
90
歳
（
３
名
）

　
　
　

足
立　

見
嘉

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
９
年
11
月
21
日　

竹
田
）

　
　
　

大
久
保
昭
俊

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
９
年
５
月
２
日　

都
野
）

　
　
　

麻
生　

敞
三

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
10
年
３
月
18
日　

城
原
）

　
　

喜
寿
会
員
77
歳
（
２
名
）

　
　
　

菊
池　

充
子

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
22
年
12
月
９
日　

玉
来
）

　
　
　

工
藤　

祥
子

　
　
　
　
　
　
（
昭
和
23
年
１
月
９
日　

玉
来
）

（
昭
和
９
年
４
月
２
日
〜
昭
和
10
年
４
月
１
日
）

菊
池　

充
子

（
玉
来
地
区　

Ｓ
45
年
卒
）

直
入
小
学
校　

中
倉　

聡
恵

（
豊
後
大
野
市　

Ｈ
25
年
卒
）

新
任
地
で
の
抱
負

　

昨
年
度
ま
で
豊
後
大
野
市
の
大
野
小
学
校
に
勤
務

し
、
四
月
か
ら
直
入
小
学
校
へ
異
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
豊
後
大
野
市
出
身
な
の
で
、
長
湯
温
泉
に
も

よ
く
来
て
い
ま
し
た
し
、
高
校
時
代
に
は
、
部
活
の
合

宿
で
も
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
思
い
出
の
地
で

の
勤
務
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
学
校
で
過

ご
す
中
で
、
ま
た
こ
の
地
域
の
新
た
な
魅
力
な
ど
も
発

見
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
二
年
生
九
人
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
直
入

小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
い
さ
つ
が
上
手
で
、
は

つ
ら
つ
と
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
人

数
が
少
な
い
の
で
、
一
人
一
人
と
丁
寧
に
関
わ
っ
て
い

き
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
学
級
を
作
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
い
の
で
、
ス
ト
レ
ス

が
溜
ま
る
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
程
よ
く
息
抜
き
を

し
な
が
ら
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
上
手
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。

新  

任  

現  

役  

会  

員  

の  

声

そ
ん
か
と
く
か

　

人
間
の
も
の
さ
し

　
　

う
そ
か
ま
こ
と
か

　
　
　

佛
さ
ま
の
も
の
さ
し　
　

相
田
み
つ
を

２０２４年度　竹田市支部会員数


